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※
前
文
挨
拶
省
略 

犯
罪
の
検
挙
件
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、 

再
犯
者
の
占
め
る
割
合
は
近
年
増
加
す
る
中
、
再
犯
の
防

止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
九
年

十
二
月
に
再
犯
防
止
推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
計
画
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
国
・
地
方

公
共
団
体
・
民
間
が
一
体
と
な
っ
て
、
犯
罪
や
非
行
を
し

た
人
の
立
ち
直
り
に
向
け
た
取
組
を
一
層
強
力
に
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
和
歌
山
県
当
局
に
お
い
て
も
、

地
域
再
犯
防
止
推
進
計
画
策
定
に
む
け
た
協
議
が
進
ん
で

お
り
ま
す
こ
と
は
、
地
域
に
お
い
て
活
動
す
る
我
々
更
生

保
護
関
係
者
に
と
っ
て
こ
の
活
動
の
後
押
し
、
ま
た
、
充

実
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。 特

に
、
対
象
者
が
再
犯
を
し
な
い
た
め
、
私
ど
も
更
生

保
護
関
係
者
は
「
対
象
者
が
仕
事
に
就
い
て
生
活
が
成
り

立
つ
よ
う
に
」
と
考
え
、
行
動
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
例
年
で
あ
れ
ば
顕
彰
に
先
立
ち
”
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
“
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
優
秀
賞
受
賞
児
童

生
徒
に
よ
る
、
作
品
の
朗
読
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に

鑑
み
、
こ
の
朗
読
を
取
り
や
め
、
顕
彰
式
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
掲
載
の
み
と
い
た
し
ま
し
た 

掲
載
さ
れ
た
作
品
を
読
み
ま
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
考
え

て
お
ら
れ
、
人
間
愛
に
充
ち
た
明
る
い
社
会
を
希
求
す
る

感
銘
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
若
い
世
代
へ
の
啓
発
は
、
立
ち
直
り
を
目
指

す
人
た
ち
を
理
解
し
、
支
援
す
る
社
会
を
作
る
た
め
重
視

し
て
お
り
、
大
変
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

さ
て
、
本
顕
彰
式
に
お
き
ま
し
て
、
顕
彰
を
お
受
け
に

な
る
先
生
方
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

功
労
者
の
皆
様
方
の
御
功
績
、
そ
の
御
苦
労
を
支
え
ら

れ
る
御
家
族
の
お
力
添
え
に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
私
ど
も
更
生
保
護
関
係
者
は
、
社
会
の
要
請

に
応
え
る
べ
く
、
ま
た
そ
の
責
任
の
大
き
さ
を
深
く
認
識

し
、
地
域
の
人
々
と
手
を
た
ず
さ
え
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
の
建
設
と
、
更
生
保
護
の
諸
活
動
に
ま
い

進
す
る
こ
と
を
お
誓
い
し
、
私
の
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

令
和
二
年
十
月
二
十
九
日 

 
 

 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

和
歌
山
県
保
護
司
会
連
合
会
長 

 

小 

西 

健 

之 
  

第44 号 

 

秋
晴
れ
の
も
と
、
令
和
二
年
度
和
歌

山
県
更
生
保
護
顕
彰
式
典
が
ホ
テ
ル
・

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

例
年
、
受
賞
者
全
員
が
招
待
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
の

為
、
近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長

表
彰
以
下
の
受
賞
者
に
つ
い
て
は
代
表

受
賞
の
形
を
と
り
、
規
模
を
大
幅
に
縮
小

し
た
形
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
席
の
間
も

し
っ
か
り
と
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

稲
葉
近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
長
を

は
じ
め
、
西
岡
和
歌
山
保
護
観
察
所
長
、

小
西
和
歌
山
保
護
司
会
連
合
会
長
、
坂
田

和
歌
山
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
、
和

歌
山
県 

田
中
環
境
生
活
部
長
に
よ
り
、

各
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
田
村
和
歌
山
地
方
・
家
庭
裁
判

所
長
、
飯
島
和
歌
山
地
方
検
察
庁
検
事

正
、
森
井
副
市
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

令
和
２
年
度
（
令
和
２
年
１０
月
２９
日
（
木
）・
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山
６
F
） 

和
歌
山
県
更
生
保
護
功
労
者
顕
彰
式
典
開
催
さ
れ
る 

 



  
 

第７０回和歌山県社会を明るくする運動推進委員会作文コンテスト入賞者（和歌山保護区） 

 最優秀賞 丸 山 清 良 （和歌山大学教育学部附属小学校） 『「きらきら」あふれる社会へ』 

辻 本 真由季 （和歌山県立向陽中学校） 『ネジをしめてくれる存在』 

 和歌山県更生保護女性連盟会長賞 

 琴 野 初 音 （和歌山市立宮北小学校） 『ゆるす事の難しさ』 

  

栄えある受賞者の皆さま おめでとうございます 

 

〔
法
務
大
臣
表
彰
〕 

 
 

池

田

 

典

生  

（
東
支
部
） 

 
 

得

津 

壽

美

代 

（
西
支
部
） 

 
 

樫

畑

 

直

尚 

（
南
支
部
） 

 
 

本 

雉

紗

子 

（
北
支
部
） 

〔
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰
〕 

 
 

玉

井

 

良

弘 
 

（
東
支
部
） 

 
 

上

野

 

吉

章 
 

（
西
支
部
） 

 
 

浦

口

 

高

典 
 

（
南
支
部
） 

 
 

宮

本

 

二 
 

（
北
支
部
） 

〔
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰
〕 

-

家
族
功
労
者-

 

 
 

乾

 
淳

子 
(

東
支
部 

乾 

吉
晴) 

〔
近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰
〕 

  
 

北

川

 

徳

治 
 

（
東
支
部
） 

坂

本

 

記

美

子 
（
東
支
部
） 

 
 

矢

ノ

倉

 

新 
（
東
支
部
） 

 

 
 

木

田

 

守 

（
西
支
部
） 

 
 

新

野

 

富

次

夫 

（
西
支
部
） 

 
 

西

上

 

直

宏 

（
西
支
部
） 

 
 

西

永

 

由

子 

（
西
支
部
） 

 
 

神

前

 

純

造 

（
南
支
部
） 

 
 

金

田

 

郁

子 

（
北
支
部
） 

 
 

玉

置

 

和

幸 

（
北
支
部
） 

 
 

森

 

泰 

（
北
支
部
） 

〔
近
畿
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰
〕 

 
 

岩

坪

 

華

容

子 

（
東
支
部
） 

 
 

沼

井

 

健

次 

（
東
支
部
） 

 
 

平

北

 

壽

彦 

（
西
支
部
） 

 
 

大

畑

 

千

賀

子 
 

（
南
支
部
） 

 
 

尾

﨑

 

方

哉 

（
南
支
部
） 

 
 

静

木

 

克

志 

（
南
支
部
） 

 
 

渋

谷

 

静

加 

（
南
支
部
） 

 
 

集

田

 

眞

樹 

（
南
支
部
） 

 
 

福

嶋

 

友

美

子 

（
南
支
部
） 

 
  

宮

本

 

庄

悟 

（
南
支
部
） 

 
 

長

束

 

千

代

美 

（
北
支
部
） 

 
 

中

村

 

陽

一 

（
北
支
部
） 

〔瑞宝双光章〕 小川 史乘 （北支部） 

〔藍綬褒章〕 武内 優子 （南支部） 

〔
近
畿
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰
〕 

-

家
族
功
労
者- 

 
 

中

村

 

年

子 
(

東
支
部 

中
村 

四
郎) 

 
 

中

村

 

勇

治 
(

西
支
部 

中
村 

咲
子) 

〔
和
歌
山
県
知
事
感
謝
状
〕 

 
 

佐

藤

 

孝

博 

（
西
支
部
） 

 
 

畑

口

 

道

夫 

（
南
支
部
） 

 
 
 

角

田

 

秀

樹 

（
北
支
部
） 

 
 
 

野

嶋

 

廣

子 

（
北
支
部
） 

〔
和
歌
山
保
護
観
察
所
長
表
彰
〕 

柑

本

 

敏

和 

（
東
支
部
） 

 
 
 

雑

賀

 

万

希

子 

（
東
支
部
） 

 
 

中

尾

 

眞

智

子 

（
東
支
部
） 

 
 
 

岡

本

 

都 

（
西
支
部
） 

 
 

川

西

 

万

貴

子 

（
南
支
部
） 

 
 

筒

井

 

満 

（
南
支
部
） 

 
 

中

谷

 

晃

也 

（
南
支
部
） 

 
 

林

 

俊

行 

（
南
支
部
） 

 
 

山

下

 

二

美 

（
南
支
部
） 

 
 

白

坂

 

登

志

子 

（
北
支
部
） 

 
 

前

原

壯

行 

（
北
支
部
） 

〔
和
歌
山
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
表
彰
〕 

 
 

鎌

田

 

裕

司 

（
東
支
部
） 

 
 

 

克

子 

（
東
支
部
） 

 
 

湯

川
 

能

成 

（
東
支
部
） 

 
 

岩

崎
 

好

生 

（
西
支
部
） 

 
 

栗

山

 
和

美 

（
西
支
部
） 

 
 

貝

尻

 
二

美 

（
南
支
部
） 

 

 
 

関

根

 

久

夫 
（
南
支
部
） 

 
 

河

島

 

美

幸 
（
北
支
部
） 

 
 

牟

田

口

 

順

子 

（
北
支
部
） 

 
 

山

本

 

篤 

（
北
支
部
） 

 

（
敬
称
略
） 

 
 

  
受
賞
者
の
喜
び
の
声 

 

昭
和
62
年
３
月
に
保
護
司
を
拝
命
し
、

平
成
か
ら
令
和
へ
と
34
年
間
に
わ
た
り
、

保
護
司
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
令
和

２
年
春
の
叙
勲
に
際
し
て
、
は
か
ら
ず
も

瑞
宝
双
光
章
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
更
生
保
護
関

係
者
の
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
支
援
並
び
に

家
族
の
協
力
の
賜
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

昭
和
か
ら
平
成
の
初
め
の
時
期
は
、
校

内
暴
力
や
暴
走
族
一
斉
検
挙
が
多
発
し
、

担
当
保
護
司
と
し
て
多
忙
で
あ
っ
た
当
時

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 

今
後
は
、
残
任
期
間
を
こ
の
受
章
に
恥

じ
な
い
よ
う
、
な
お
一
層
更
生
保
護
の
た

め
精
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

 (

北
支
部 

小
川
史
乘) 

 
 

 

春
の
叙
勲
褒
章
に
際
し
、
藍
綬
褒
章
の

栄
に
浴
し
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
保
護
司

を
拝
命
し
て
か
ら
24
年
の
長
き
に
わ
た

り
関
係
各
位
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導

・
ご
支
援
の
賜
物
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
中
で
４
月
29
日
に
発
表
後
も
す

べ
て
の
公
式
行
事
が
中
止
と
な
り
皇
居
で

の
拝
謁
も
な
く
喜
び
の
実
感
も
な
い
ま
ま

７
月
10
日
、
保
護
観
察
所
内
で
伝
達
式
が

あ
り
、
西
岡
所
長
様
よ
り
賞
状
と
褒
章
を

賜
り
あ
ら
た
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

を
い
た
し
ま
し
た
。 

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 

（
南
支
部 

武
内
優
子
） 



    
 

法
務
省
が
主
唱
す
る
”
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

“

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。 

    

        

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス 

を
保
ち
、
長
い
列
を
作
っ
て
信 

号
待
ち
を
し
て
い
る
方
々
や
、 

各
駅
で
の
通
勤
通
学
の
人
た
ち 

に
ハ
ン
ド
ス
ピ
ー
カ
ー
で
呼
び 

か
け
な
が
ら
、
「
社
明
広
報
チ
ラ 

シ
」
や
「
除
菌
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ 

シ
ュ
」
等
を
パ
ッ
ク
に
し
た
物 

品
を
配
布
し
ま
し
た
。 

  
 

 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
街
頭
啓
発
活
動 

 

和歌山市駅前  

和歌山電鉄貴志川線岡﨑駅前広報活動  

コンビニ前での啓発実施  

ＪＲ和歌山線田井ノ瀬駅前 

加太駅前  

西脇支所前にて 

愛徳幼稚園 

芦原地区会館 

 

和歌浦支所 

東和中学校 



【
犯
罪
予
防
活
動
部
】 

 

11
月
１０
日
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ 

ス
ト
の
反
省
・
参
加
賞
物
品
仕
分
け
」
に
つ
い
て
サ
ポ
セ 

ン
で
正
副
部
会
長
会
を
開
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
例
年
通
り
の
審
査
会
と
は 

い
か
ず
、
三
密
を
避
け
ら
れ
る
会
場
の
検
討
、
審
査
員
の 

人
数
、
作
文
の
審
査
基
準
・
審
査
方
法
（
回
し
読
み
等
） 

に
つ
い
て
等
色
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
今
後
の
参
考
と
な 

り
ま
し
た
。 

 
参
加
賞
に
つ
い
て
は
、
応
募
の
あ
っ
た
各
小
中
学
校
へ
作
文
依 

頼
同
様
、
学
校
担
当
保
護
司
さ
ん
に
お
願
い
し
、
届
け
て
頂
く
事 

と
な
り
ま
し
た
。
学
校
と
の
繋
が
り
を
少
し
で
も
太
く
持
っ
て
頂 

け
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
と
話
し
合
い
、
部
会
を
終
り
ま
し
た
。 

犯
罪
予
防
活
動
部 

部
会
長 

海
野 

佳
広 

 

 
 

 
 

【
協
力
組
織
部
】 

 
 

本
年
度
の
協
力
雇
用
主
表
敬
訪
問
に
つ
い
て 

 

１０
月
８
日
、
正
副
部
会
長
会
を
開
催
、
各
支
部
単
位 

の
協
雇
用
主
の
登
録
者
数
の
傾
向
及
び
雇
用
実
態
に
つ 

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

１０
月
１９
日
北
支
部
の
部
会
を
開
催
し
、
五
班
に
分
け 

て
協
力
雇
用
主
を
訪
問
す
る
こ
と
と
し
、
１１
月
６
日
協 

力
雇
用
主
会
副
会
長
の
㈱
和
歌
山
印
刷
代
表
取
締
役
会 

長
・
津
村
善
郎
氏
を
訪
ね
た
。 

 

印
刷
業
界
へ
の
就
業
を
増
や
す
た
め
矯
正
施
設
の
技 

能
研
修
で
パ
ソ
コ
ン
研
修
精
度
を
高
め
る
必
要
性
な
ど 

を
協
議
し
た
。
ま
た
、
カ
レ
ン
ダ
ー
贈
呈
に
は
大
変
喜
ば
れ
て
い
た
。 

協
力
組
織
部 

副
部
会
長 

藤
井 

保
夫 

 

令和２年 12 月３日（木） 

河南コミュニティセンター 

  

令和２年 11 月 26 日（木） 

紀三井寺はやし 

令和２年 11 月 16 日（月） 

和歌山保護観察所 

令和２年 10 月 19 日（月） 

河北コミュニティセンター 

テ
ー
マ 

【
社
会
資
源
の
活
用
】 

専
門
部
会
活
動
報
告 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
各
支
部
の
出
席
率
は
例
年
を
上
回
り
ま
し

た
。
広
い
ス
ペ
ー
ス
で
ス
ク
ー
ル
形
式
を
と
っ
た
支
部
や
遮
蔽
版

を
用
い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
う
支
部
等
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を

凝
ら
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
社
会
資
源
に
つ
な
げ

て
い
く
の
が
良
い
か
と
の
討
議
が
な
さ
れ
、
久
々
に
合
わ
せ
る
顔

ぶ
れ
で
研
修
会
場
は
活
発
な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。 

 

第
2
期
地
域
別
定
例
研
修 



       
 

6
5

 

  

雑
賀
埼
校
区 

研
修
部 

雑
賀
崎
の
極
楽
寺
住
職

を
務
め
て
お
り
ま
す
。
保
護

司
の
重
責
に
緊
張
し
て
お

り
ま
す
が
、
ご
指
導
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

    

端
正
会 

研
修
部 

一
期
一
会 

人
生
、
一
度
だ
け
の
機

会
を
大
事
に
し
て
職
務
上

で
の
対
象
者
と
し
っ
か
り

向
か
い
合
っ
て
行
き
た

い
。 

    

雄
湊
校
区 

総
務
部 

  

前
任
者
の
「
出
来
る
よ
」

の
言
葉
で
お
受
け
し
ま
し

た
。
先
輩
方
に
ご
指
導
し

て
頂
き
な
が
ら
挑
み
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

   

高
松
校
区 

総
務
部 

「
人
を
愛
し
、
地
域
を
愛

し
、
過
ち
を
愛
す
る
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
明
る
い
社
会
づ

く
り
に
貢
献
し
た
い
。
ど
ん

な
出
会
い
が
待
っ
て
い
る

の
か
楽
し
み
で
す
。 

     

浜
宮
校
区 

犯
罪
予
防
活
動
部 

 

出
身
は
鹿
児
島
県
の
屋

久
島
で
す
。
更
生
保
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
微
力

な
が
ら
取
り
組
む
所
存
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致 

し
ま
す
。 

    

吹
上
校
区 

犯
罪
予
防
活
動
部 

 

先
輩
方
の
御
指
導
・
御
助

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願 

い
い
た
し
ま
す
。 

     

松
江
校
区 

総
務
部 

身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
臨
ん
だ
辞
令
交
付

!! 

保
護
司
信
条
に
従
い
、
諸

先
輩
方
の
御
指
導
を
頂
き

な
が
ら
精
一
杯
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

   

松
江
校
区 

犯
罪
予
防
活
動
部 

  

「
一
期
一
会
」 

 
出
会
い
を
大
切
に
活

動
し
た
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

         

和
歌
浦
校
区 

研
修
部 

 

保
護
司
の
辞
令
を
受
け

ま
し
て
、
未
熟
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
諸
先
輩
方
の
御
指
導

の
元
、
努
め
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
宜
し
く
御
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

新任保護司紹介 

令和２年 11 月 8 日付で 

ご退任となられた保護司の方々 

（ 敬 称

略） 

令和 2 年 11 月 9 日付で、9 名の保護司が委託されました。これにより 201 名、

充足率は 95,26％となりました。 

 

退任保護司 

紀
北
伊
都
保
護
司
会
の 

サ
ポ
セ
ン
交
流
研
修
視
察 

 

１０
月
２７
日
紀
北
伊
都
の
企
画
調
整
保
護

司
８
名
が
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和
歌
山
へ

視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。 

時
節
柄
、
マ
ス
ク
・
検
温
・
手
の
消
毒
を

経
て
入
室
。
遮
蔽
板
越
し
の
対
談
と
な
り
ま

し
た
が
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
業
務
、
部

会
と
の
関
わ
り
方
、
企
画
調
整
保
護
司
の
役

割
、
他
の
更
生
保
護
団
体
と
の
交
流
に
つ
い

て
…
と
、
お
土
産
に
頂
い
た
弥
勒
饅
頭
を
頬

張
り
な
が
ら
も
話
題
は
尽
き
ず
、
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和
歌
山
は
比
較
的

早
い
時
期
に
開
設
さ
れ
た
為
、
約
１０
年
の

時
間
を
か
け
て
設
備
、
役
割
等
整
備
し
つ
つ

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
交
流
会
で
は
地
域
性
も
あ
り
、
特

徴
有
る
活
動
に
お
互
い
興
味
津
々
、
冗
談
も

飛
び
交
い
楽
し
い
一
時
で
し
た
。 

 

長年の御労苦に法務大臣より感謝状を全国

保護司連盟より記念品の懐中金時計をお受

けになられた定年退任保護司の方々・・・・・ 

 

氏  名 地  区 初年度委嘱年月日 従事年数 

木 田    守 西支部 H22.11.09 10 

中   芳 規 西支部 S61.11.09 34 

西 村  順 子 西支部 H06.11.09 26 

小 川  成 子 北支部 H20.11.09 12 

本  雉紗子 北支部 H12.11.09 20 

宮 本   二 北支部 H16.11.09 16 

山 本   久 北支部 H18.11.09 14 

 

三角
み す み

 和生
か ず お

 

西支部 

小倉
お ぐ ら

 季
き

佐子
さ こ

 

西支部 

伊井
い い

 智
ち

雄
ゆう

 

南支部 

前
まえ

 寿
とし

広
ひろ

 

南支部 

齊藤
さいとう

 実
みのる

 

南支部 

久保
く ぼ

 聡
さと

美
み

 

南支部 

宮
みや

﨑
ざき

 久
ひさし

 

北支部 

太田
お お た

 善
よし

孝
たか

 

北支部 

伊井
い い

 智
ち

雄
ゆう

 

南支部 

 

宮
みや

﨑
ざき

 多賀子
た か こ

 

南支部 



   

サポートセンター和歌山 

俳 句 教 室 作 品 

新任・OB・OG のみなさん 

参加大歓迎！！ 

日時：毎月第 3水曜日 10 時～ 

対象：更生保護関係者 

編 

集 

後 

記 

 

前
号
か
ら
編
集
委
員
と
し
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
５
人
で
編

集
委
員
会
議
を
重
ね
、
毎
月
の
サ
ポ
セ

ン
和
歌
山
運
営
委
員
会
で
の
原
稿
チ
ェ

ッ
ク
（
こ
れ
が
結
構
緊
張
し
ま
す
）、 

  

一
字
一
句
を
大
切
に
、
メ
ン
バ
ー
全
員

参
加
型
で
、
サ
ポ
セ
ン
和
歌
山
広
報
誌

の
完
成
と
な
り
ま
す
。 

皆
様
に
、
よ
り
読
み
や
す
く
、
毎
号

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
編
集
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
S
・
S
） 

  

  

北
支
部 

南
支
部 

西
支
部 

東
支
部 

 

令
和
３
年
２
月
２２
日
（
月
） 

令
和
３
年
３
月
5
日
（
金
） 

令
和
３
年
２
月
16
日
（
火
） 

令
和
３
年
３
月
9
日
（
火
） 

第
３
期
地
域
別
定
例
研
修 

 

・
詳
細
は
各
支
部
の
案
内
等
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 

・
所
属
支
部
の
研
修
日
に
都
合
が
つ
か
ず
出

席
で
き
な
い
方
は
、
事
前
に
支
部
長
に
申

し
出
て
他
支
部
の
地
域
別
研
修
に
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。 

・
昨
年
度
に
お
い
て
、
地
域
別
定
例
研
修
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
方
に
は
令
和
２
年
１

月
23
日
に
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

て
補
講
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
該
当
者
へ

観
察
所
か
ら
個
別
に
届
く
案
内
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

令
和
３
年
３
月
２
日
（
火
） 

場
所
：
和
歌
山
県
民
文
化
会
館 

詳
細
は
約
１
か
月
前
に
送
付
す
る
案
内
で 

ご
確
認
く
だ
さ
い 

お
知
ら
せ 

 

部
会
総
会 

 

第
３
期
地
域
別
定
例
研
修 

 

ホームページ開設  

和歌山保護司会のホームページを開設しました。 
https://wahokai.sakura.ne.jｐ/saposen/ 
同ホームページにはインスタグラム（写真投稿サイ
ト）へのリンクもしています。 

ホームよりのリンク先として法務省・全保連・端正会・和歌山

市・その他更生保護関係先にもリンクしています。 

 
 

 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和
歌
山 

年
末
年
始
の
開
設
予
定 

・
年
内
開
所 

令
和
2
年
12
月
25
日
（
金
）
12
時
ま
で 

・
年
始
開
所 

令
和
3
年
1
月
７
日
（
木
）
10
時
か
ら 

 

【
お
詫
び
と
訂
正
】 

第
四
十
三
号
の
マ
ス
ク
お
礼
の
記
事
で

お
名
前
の
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
宮
里
裕
子
」

様
、
「
山
本
真
紀
」
様
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

秋
う
ら
ら
ひ
孫
が
見
入
る
イ
ル
カ
シ
ョ
ウ 

 

乾
三
千
代 

小
さ
き
手
で
一
心
不
乱
に
み
か
ん
む
く 

 
 

大
竹
有
美 

小
春
日
や
野
良
猫
石
に
寝
そ
べ
り
し 

 
 

 

乙
井
八
重
子 

小
春
の
日
飛
沫
防
止
具
Ｄ
Ｉ
Ｙ  

 
 

 
  

小
西
健
之 

天
高
し
コ
ー
ヒ
ー
い
っ
き
に
飲
み
干
せ
り 

 

杉
谷
睦
生 

芒
原
風
と
光
の
ま
ど
ゐ
か
な 

 
 

 
 

 
 

得
津
壽
美
代 

剣
道
の
気
合
鋭
し
校
舎
澄
む 

 
 

 
 

 
 

中
村
咲
子 

墳
山
の
火
種
の
や
ふ
な
櫨
紅
葉 

 
 

 
 

 

森
幸
子 

選
者 

「
森 

幸
子
」 

ラ
ジ
オ
番
組
（
和
歌
山
放
送
）
放
送
予
告 

 
つ
な
が
る
ワ
イ
ド
「
し
そ
ま
る
全
開
！
金
曜

日
」
令
和
３
年
１
月
１５
日
（
金
）
午
後
２
時
１０
分

第
７０
回
社
明
運
動
、
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優

秀
賞
受
賞
作
品
の
本
人
朗
読
が
放
送
さ
れ
ま

す
。 

  


